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1. は じ め に

我国の主な美術教育思潮を概観するとき,明治末〕弧 白浜徴,小山正太郎の新宝画帖,

大正末期～昭和初期,山形県の自由画教育運動および戦後,久保貞泊恥 北川民次らによ

って提唱された創造美育運動をあげることができる｡即ち従来の図画教育教科書の毛筆画

帖 (日本画)と鉛筆画帖 (西洋画)の区別をなくし,新しい図画教育を目ざした新定画帖

は,白浜,小山が欧米の美術教育視察後の考えに基づいて編纂されたものである｡また大

正8年,山本鼎の自由画教育運動は,ロシアで児童画と農民美術に接し,大正デモクラシ

ーの思想や児童中心主義的教育思潮と相侯って,従来までの臨画 ･模写を主体とした図画

教育に対して,児童の自由な創造性をとらえる美術教育を主張したものである｡

次に戦後の創造美育運動は,欧米の児童画にみられる創造的で自由に自己主張している

のが日本の児童画には見られないということで,子供の表現活動を大人の抑圧や権威から

の開放を唱ったところに特徴がみられる｡

しかしこれらの三つの美術教育の思潮は,いずれも画家や美術批評家らが諸外国の美術

教育の実状に触れ,子供の絵に感動し,我国の美術教育との比較のなかで各々の運動を展

開したものである｡

ところが昭和初期に,実践的な教育の場から起こった想画教育運動というものがある｡

この想画教育の起りは,昭和初期の文部省制定の図画料教授領域として明示されている思

想画に基づいているのか,あるいは,山本児の自由画教育の思想を受けついだものと考え

られるが,少なくとも想画教育は,進歩的な画家や批評家など,個性的で強力な指導者に

よって誕生したのでなく,教育の現場から良心的な教師たち自らの実践的活動を通して次

第に台頭してきたところにこの教育の意義があり,注目しなければならない｡

この論文は,貴重な資料の残 っている長瀞尋常高等学小学校 (現在東根市立長瀞小学校

校)の想画教育を中心に,昭和7年発行の想画(中西良男著),農山村図画教育の確立 (育

木実三部執 復刻版)を通して昭和初期の想画教育について考察を試みるものである｡
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28 青 山 光 佑

2.長瀞校の主な調査資料について

山形県北村山郡長瀞尋常高等小学校 (現東根市立長瀞小学校以下長瀞校と記す)におい

て,昭和2年から昭和13年までの技能科教育及び綴方教育の資料を調査した｡その結果,

研究に必要な資料について下記 表-

に示す｡

(1) 想画総数 432点

昭和2年から昭和13年まで

の約10年間に及ぶ想画を中心

とした図画,図案･版画の作品

を示す｡題材及び時代別に分

類した作品は(義-)に示すO

(2) 技能科教育-カリガネ-

これは昭和8年9月発行,

長瀞校技能科経営研究発表の

貴重な資料で想画教育の理論

編を示す｡その内容は下記の

三編から構成されている｡

○ 図画科

○ 我校の手工教育

○ 我校の書方教育

(3) 版画集

昭和11年発行,騰写印刷,卒

業記念画集

佐藤文利編

(4) 文集

｢がっこ｣

昭和 5年～6年発行

国分一太郎編集

｢もんぺ｣

昭和7年～9年発行

国分一太郎編集

(5) 図画 ･手工教材資料

毛筆画中心の教材で,写生画

の描き方 ･図案 ･手工,壁

画 ･彫刻の指導法

佐藤女利編集

(6) 長瀞の教育百年史

昭和48年 長瀞小学校発行

昭和2年-昭和13年までの作品の分輝と作品数

想 画 想画以降

①版画 (木状画) 1色刷り 32

多色刷り 4

内

ィ,

PI
ノヽI

ニI

(診図

ィ,

容

風

生

人

先

案

ポ

画

画

画

作

坐写

活

物

生

景

メス
ロ,図案 (模様)

ノ､,壁画下絵

二,スケッチ (鉛筆,

③想 画

ィ,絵絵巻風描画

ロ,仕 事

3

13

17

3

2

1

4

3

4

1

5

2

4

3

4

1~ヽノ
画筆毛

屋外の生活 84 62

家庭内の生活 29 28

ノ､,偶 発

･社 会

こ,行 事

･学 校

･村の行事

ホ,遊 び

･家の生活

･屋 外

-,学 校

ト,写生画

･静物画

･風景写生

･人物画

3

1

0
0
0
2

1

2

9 6 3

5 5 0
17 16 1

5 5 0
44 38 0
3 3 0

31 23 9

19 12 7

6 6 0

チ,村の人 の々生活

･屋外の生活

(人物と風景の組み合わせ)42 37 5

･室内での人々の暮らし 32 29 3

リ,屋外風景写生

(大画面,55×72.5) 4 4 0
④その他
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3･ 自由画教育運動の動向と長瀞校

前節の如く,我国の自由画教育運動は,大正8年 (1919)4月,長野県小児郡神川小学

校において,｢第一回児童自由画展｣の開催を持 って運動の始まりと言われているOこの
運動の始まりについて山本は ｢僕は囲へかへって棟林の写生に日を送りましたが,共析,

神川村の小学校で 『児童自由画の奨励』という題目で-場のお話をやりました｡生まれて

から初めての演説で,吃ったり憶えたりして喋ったのですが,御存じの如く,信州人は思

想を好む国民ですし,殊に小県郡は読書欲の最も旺んな地方でありますので,僕の覚束な

い弁も,聴く人々に意味は通って,其場で 『児童自由画展覧会』の提案が協賛されたので

あります｣ 1)と記録しているOそしてこの自由画教育運動札 ｢新定画帖時代の図画教育

の否定｣ 2)であり,叉臨画,粉本教育を批判しながら,子供らに ｢あの活き活きした豊富

な自然を見せ廉い｣ 3)ため写生画を奨励したのである｡そしてこの運動から9年後,昭和

3年･山本鼎自らの自由画教育運動 ｢打ち切 り｣4)宣言を待ってこの運動を終えるが,｢自
由画教育運動は,わが国の図画教育に絶大な影響を与えた｣ 5)のである｡しかし山本の自

由画教育打ち切り宣言があっても ｢自由画教育運動の火が消えたという訳でなく,山本も

自由画に無関心になった訳ではなかった｣ 6)と日本の美術教育は伝えている｡

ではこの全国的な広まりを見せた自由教育や自由画教育運動を長瀞校ではどう受け止め

て,どのような影響があったのであろうか｡そのことに触れて,長瀞教育百年史は次のよ

うに述べているo即ち ｢大正デモクラシーを背景として,自由画教育の彼が,全国的な高

まりを見せた時代とは言っても,それは主として都市を中心とした私学の一部に見られる

現象であって,農村,特に東北の貧しい山村には程遠い出来ごとであった｣ 7)と記してい

ることに注目しなければならない｡折しも自由画教育運動が盛んになった大正11年,児主

催の図画教育研究大会が長瀞校を会場として催されている｡そこでは従来までの模写や臨

画教育でない自由画教育の必要性が議論されたと長瀞教育100年史は伝えているが当時,

すでに長瀞校は図画工作教育が盛んで,想画教育を迎える素地がこの時代に築かれていた
ことを物語る｡

山本児の著書,自由画教育 (大正10年刊)によると,｢自由画教育を行っている学校｣8)
として33校名をあげてそれぞれの学校を高く評価している｡その運動の影響にあった地域

や分布をみると,長野児と都市部の私学及び師範の附属校である｡地域は全て関東以西に

集中していて,山本の講演会や児童画展もそれらの地域で数多く催されている｡やはり東

北地方,特に純農村地区において,山本の主張する貢の自由画教育運動の実践はなかった

のであるO当然純農村地帯の長瀞校において札 自由画教育運動はなじまなかったと理解

する方が正しいと思われるoそのことに触れて日本の教育史は ｢山本が自由画教育運動を

性じめたのは,子供の美の情操を養うためには,たんなる模写をやめて,写生,記憶,想

像などを含めて自由に創造させることが必要だと考えたからであった｡子供たちの絵は生

き生きしたものになっていったoそしてこの自由教育運動は,白樺派の影響をっよくうけ

ていた長野県でとくにさかんになったo各地の小学校では,児童自由画展や泰西名画の絵

画展が開かれたoさらに白樺派の教師たちは,国定修身教科書を拒否して自分たちが教材

を選び,人間の本性をのはしていくことを主張したo都市の中流階級の子供たちを対象に
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30 青 山 光 佑

発達してきた自由教育は,大戦景気で豊かになった長野県の農村にある程度受け容れられ

る地盤を兄いだしたのであろう｡だが全般的には貧困と因襲の支配する農村に直面した場

合には,もう一つ,その壁をのりこえていく運動が必要であった｡自由画運動には詩人の

北原白秋らも加わり,芸術自由教育の運動へと発展していったが,農村では,農村の生活

そのもののなかから子供たちの関心を引き出そうとする生活綴方運動へとやがてすすんで

いく｣ 9)と結んでいる｡

自由画教育運動から生活綴方運動という流れの一つ手前に実は,地方の良心的な教師た

ちによって行われた図画教育が想画教育なのである｡以下,東北の純農村長瀞校,宇治山

田早修小学校,島根県馬木小学校のそれぞれ三校の想画教育の特色などについて述べる0

4.昭和初期の想画教育について

前述の自由画教育運動の ｢打ち切 り｣宣言と前後して,教育者の側から自然発生的にあ

らわれた美術教育に想画教育がある｡その想画発生を考察してくると,昭和初期,文部省

編の教科書 ｢小学図画｣の指導細目に想画と呼べる領域はない｡教材の配列10)(表二)か

ら推察すると想画は,自在画に近い内容と

表ニ 領域に当たる｡実は思想画でなく想画と呼

称した背景に大切な意味が隠されていて,

そこには良心的な美術教師の姿が思い浮か

ぶ｡思想画は ｢所謂思想を思わせてどうも

面白くない｣11)ということが想画教育誕生

の本質で,この教育の理念と真実が仝てこ

の言葉に隠されていると思われる｡

目 次

1 未開人の絵画は何を語るか

2 古代人の絵画は何を語るか

3 解放児の描画生活

4 解放児の描画生活と日本初等図画教育

5 想画という名は,何時,誰が何所でつけ出したか

6 想画は誰によって何時頃から問題され出したか

7 想画とは何を意味するか (怨画の定義)

8 始画時代と想画

9 想画による幼児教育

10 想画による遅進児の智明教育

11 想画による小学校児童の教育

12 想画に現れた日本画の姿

13 想画による幼稚園児童の教育

14 想画の魅力
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○ 宇治山田早修小学校と想画教育

憩画教育の先駆者は,中西良男で

ある｡彼の著書 ｢想画｣12)は,早修

校における想画教育の実践的記録で

ある｡以下目次に記しているように,

内容は全て想画教育一色を示してい

る13)(表三)0

特に想画教育のなかからこの教育

の理念となる部分について述べると,

｢想画とは,写生,図案,用器画,

臨画に対して初等図書料の-形式に

附せられた新美術教育語の一つであ

る｡-- --想画とは,子供が,

彼の周囲に起る自然人事の寓象及び,

彼の内面に生ずる種々の想念に対す

る彼自身の構成的説明童である｡即
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ち,子供が彼の環境と想念の事物に対する彼自身の構成的説明童である｡若しも彼の環境

と彼の想念に,彼の人生という言葉を用ふるならば-想画とは,子供が,彼の人生の事物

に対する彼自身の説明蓋である｣14)叉想画とは ｢子供の外的生活 (肉体的生活)及び内的

生活 (精神的生活)に於ける事叉は物を彼自身の力によって構成的絵画とせるものであ

る.従って生活画という名称は適当であるが,生活という語は一般,外的生活にのみ使用

される傾向を持 っておる｡故に生活画とすれば一方の外的方面のみ聯想する恐れがあるか

ら,必ずしもその名称を適当とは云へない｡で想書という特別の名称が子供のために生ま

れた訳である｣15) と述べている｡中西が想画教育を生活画と呼ばなかった理由には,児童

に精神的内面性の啓発を一層進めていたことを示している｡中西の想画教育の方向にはそ

れまでの図画教育にほとんど見られなかった幼児画期から児童画期への関心 特に低学年

の図画教育の指導に焦点をあてたところに意義がある｡目次にみる ｢始画時代の想画｣は

そのことを示す｡ ｢大人の写実的なものも,単化させたものも,子供の表現も贋く示さね

ばならない｡ -･･一つはその形態に似た木片や石に対して彼がいだく想像への誘導と

今一つはその物のまねをする彼の動作への誘導である.斯くて彼の物に対する認識が彼の

力として最上である場合,次はそれを記録として給墓に表現される叡智的な表現に進めた

い0-- --充分な錯画の生活が偶然と給蓋の叡智的表現をあらわしむるもので,臨画と

いふ無理な形式をとらないで,認識に対する注意を充分あらしめて,生れ出づる始画その

ものを静かに待つ可きである｣16) と述べている｡中西のこのような図画教育の壌勢と関心

は,,R:然と ｢想画による遅進児の額明教育｣ (表三)に課題が深まり移 っていくことにな

るoそこでは想画による障害児教育が実践されていく｡中西のその指導方法は,図画に直

接文章や文字を書きこむ指導方法で,言語的表現力と描画の発達過程を記録するには,き

わめて独創的な図画教育である｡想画教育をこの時代まであまり問題にされなかった低学

年の描画指導や特に学力遅進児の教育に光をあてた功績は高く評価される｡早修校におけ

る中西は,想画教育を通して,日本の障害児教育史に一つの役割をはたしたことになる.

更に中西の想画教育の特色として題材選択の工夫をあげることができる｡即ち ｢小学校

児童にあっては,回想画を中心とすることが総合的であり,叉彼等の心理に適合する｡従

って選択された題材から観念画へ写生画へ叉は想像画へ学級的に或は個人的に移動あらし

めそれぞれそれ等によっての心的活動を啓発練磨せしめる計画をとらねばならない｣17)と

述べているoそして題材の撰択については ｢①社会,②学校,③家庭,④自然,⑤遊戯の

表四

① 子供には偶然の所であろうとも,絵画美の如何を第一構準におくべきである｡絵画美にた

いする鑑賞指導が図画教育の最後目標である｡

② 子供の独創に対してこれを称賛に値する採点を表示せよ

⑤ 清新な題材の描出に対してこれを称賀に値する採点を表示せよ｡

④ 子供の詩の表出には更に発展を期待しての採点を与えよ｡

⑤ 子供の驚異には壊さない採点を与えよ｡

⑥ デリケートな観察には更に発展を期待しての採点を与えよ｡

⑦ 一般的には描写力の確実如何により叉側面的採点を与えよ｡

⑧ 正しい想画の生活をしない想画にはその警告に値する採点を与えよ｡
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32 青 山 光 佑

各々の事件を主題として採り,更に①社会,- --⑥物語り･- ---.⑦偶発事件-･･

-それ等に対する生々とした印象｣18)などを鯛 の題材として剛 上げられているo叉家

庭の題材として,｢海床,起きた時,戸を明ける,洗面--- -,おやつ,台所,---･
-｣19)と日常生活の詳細に亘るoこれらの題材の撰択はいわゆる生活暦で,想画教育の重

要な調 であるo次に述べる長瀞校もこの課題を踏襲していると思われるo叉鯛 の成績

と採点については次の八項目 (表四)を掲げている点に注目しなければならないo

o 馬木校の図画教育と想画

馬木校 (島根虹 多郡馬木小学校)図画教育の指導者桶 木実三郎であるo青木の著書

｢農山村図画教育の確立→ (昭和10年刊行)が昭和57年復刻版として出版されているo こ

の著書醸 題の如く純削 村の生活を書いた図画教育論であるo大正の初期から馬木離

青木の指導下において,自在画や踊 教育に疑問を持ち,他校に先がけて写生画教育の実

践者であったo前節の如く自由画教育運動の声は,鵬 山村の馬木校には届かなかったよ

ぅである｡それらについて青木は ←私は山家者の悲しさに天下の山本鼎先生を知らなかっ

た｡先生の自由画画論を一寸でも耳れ ていたらどんなに自信を強総 革であろうと,其

後度 思々った事である→20)と言っているoしかし｢山本先生の自由画教育論細 らなかった

私も,麓田恵之助先生の綴方革新諭は知って居たo麓田先生の緒方論は,綴方への燈明台

であったのである○私は当時綴方の有名校を訪ねてその指導を乞ふことに相 当努力した

ものである｣21)と綴方教育と図画教育との関連について大変興味のある発言をしているo

大正末期から昭和初期にかけて,青木の指断 る馬木校幽 くの自由画展に出品し賞揚

を添えられるoその賞賛の内容をみると ｢馬木校は少年の感覚と,放胆にして鋭敏なる観

察とが極めて自由に流露して少しの渋滞もなく,感じたままを卒直に描出し,極めて創意

に富んだ作風-- ----独自の摘出法を以て極めて明快な地方色を出して-- --｣という批

評の内容であるo特にここでは独自の描出方法や地方色に注目しなければならないo独自

の摘出法とは,毛筆と墨で対象のモチイープを輪郭で糾 し,クレヨ咋 水彩絵具で彩色

する方法であるo この技法は,ぬり絵的技法で,伝統的に碩 色や木版画の骨法技法がこ

れにあたる｡長瀞校の- 教育に於いても毛筆と塁で骨法をして,クレヨン,水彩で彩色

する方法で指導しているoこの表- 日本の描画技法の伝統的指鞭 と思われるo叉青木

の美術教育の本質は,馬木の環境特に自然感を大切にしたことであるo｢児童の生活自体
に,叉其環境の動きに対して児童の感覚を綿 にさせたいoそれを直ちに描画に導くと云

ぅ事より,その中の詩と美に鮒 かせ,それに喜悦をもたせたい-- ----郷土馬木の四季

天然の推移に'文相の行事,学校の行事,自己の日常生活を図画の対象として---=…,

日本の子供の図画教育- っば｡日本の姿に於いて進めて行きたいo日本風な味を矢はせ

てたくない---I-穂切筆と安墨と鵬 木校の児童画にはいつまでもつき結った理 と馬

木校の図画桔純農村の美術として指導を確立することになるo

折しも昭和初期,日本の教育界には,←郷土化の実現を期する機運｣24)の高まりがあり,
ほぼ時を同じくして学校美術協会によって ←郷土化の図画手工→25)が出版されている｡

醐 6年,青木輔 連想画教育の先駆者早修校を視察し,この視察において, ｢先進地

の図画教育に対し驚異すべきもの,敬意を表すべきものを多々発見し→26)帰るが ｢指導者

の実力と,学校の設備と,好都合な環境と父兄の自覚-=- --億山村の実情との間に大き
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な距離のある事を明確につきとめた｡政に於いて農山村図画教育の確立の急務と必要を今

更の如く痛感した｣27)と述べ ｢指導法に放て叉,実技の上に於て,可成啓発せられるとこ

ろがあったが之を直ちに馬木校に移入し,模倣する事に対して充分警戒した｣28)と視察後

の感想を記している｡同時に ｢先進地の指導精神と進歩せる実技とを如何にして馬木校の

ものにするか｣29)と悩むことになるが,以前想画中心の図画教育に,早修校の想画教育に

ある ｢図案併進主義の図書教育｣30)を馬木校の教育細目に加えることになる｡

青木は馬木校の児童に美的陶治を遂げるため創作と鑑賞の両立をはかり,両方を如何に

指導すればよいか,あるいは地域差をどう解消して指導を確立するか,その指導にあたっ

て,青木独自の ｢天然鑑賞｣31)の指導を思いつく｡その天然鑑賞とは ｢創作も,鑑賞も,

説話も所謂都市追随,理想論遵奉で馬木校にとっては,妥当でなく合理的でなく,馬木校

の実情に順応しない- ----･そこで馬木校独自の創作教育方針で,鑑賞教育を32)進めてい

くことになる｡この学習の方法で,馬木村の詩情豊かな四季を鑑賞することになる｡｢描
く前にこれ等の天然や人事に親しませ,それを体験させ,そこに魂を送らせ,それらに溢

れる詩や実や野趣と云ったやうなものに気付かせ,各自の力相応に味

はせ,楽しませることを重視する｡･ --児童達に毎年これを繰返

す事によって郷土馬木を理解し親愛し,郷土愛と云ふやうなものを深

めていく｣33)と青木は独自の鑑賞教育を確立し,これが青木の主張す

る郷土愛の教育であり,捕集相図画教育の確立である｡さらに馬木校

の特筆すべき図画教育の指導として,地域を考え,郷土愛から生まれ

た想画教育の方法に ｢桧を読む｣34)学習がある｡作品の鑑賞にあえて

絵を読むとしたのは,綴方教育の側からみた学習の方法である｡馬木

校の図画教育は,｢ノJ､器用な筆尖の技巧で作画する｣35)ことから前進
して,次第に全人教育の見地に立った労作教育に日を向ける｡そこに

は自然をみつめ,生活をみつめる子供たちがある｡｢熱意と勢力と根
気とを以って作画していく-- --･-労作に耐える｣36)教育へと展開し

ていく｡

馬木校の想画教育の導入は,生活表現の様方指導そのものであり,

児童が絵を読むことによって作者と同じ詩画に浸る｡叉生活を語るこ

とによって体験を呼び起すなど図画教育の指導には随所に工夫の跡が

読みとれる｡

次に馬木校の図画教育細目に棟準題材37)がある｡ この題材は早修

校,長瀞校にも共通する生活暦でここでは省略する｡更に馬木校独自

の図画指導に標準方法がある (表五)0

最後に青木の図画教育の思想となる部分について触れておきたい｡

表五

法

縁

法

法

鎮

法

法

接

法

法

法

漆

法

法

法

法

徴

写

写

生

案

画

察

賞

究

談

作

作

禍

害

習

画

象

聴

模

写

図

想

観

鑑

研

画

共

大

日

読

実

密

｢私の図画教育に関する思想は,図画教育を通して,善良有為なる農山村人を訓練する

を重視し,之れに必要なる陶治をその過程において計画する図画教育たるべし,と云う点

に存する｣38)

｢私は,生活の描画は技巧より達意を最初に考えなければならないと考えた｡生活表現

の綴方を絵に直すのだ｡それでいい｣39)
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仙了 四 月 左議-旦t 十 二 月

神武天皇禁 冬 至
･国旗を立てるところ =ト豆南瓜をたペる
･国旗を立てた景色 太師請だんご
神社掃除 地作 りの餅

行辛 入 学 式 婦人会の総会

･当日の諸相村社のお祭 行 伊 勢 諦けいやくのにぎやかさ
村社参拝 戸主 会
出店 (例飴像犀) ストーブをたく
親碑のお客さん 契 約

お参りに行く人々初嫁さんの撮り袖姿 事 讐詑 ぢ
奉納武道大会 地蔵諦 (長棟寺)
国旗掲揚式 その夜のようす
大磐石 (禅念寺) ごちそうを食べるところ
鐙うつ小僧さん
絵巻を広げ読む和尚さん

仕事 畑うない 餅 つ き

畑で勘く人々 革 仕 事
手 伝 い 養 打 ち
実習地の畑うない 縄 な い
接 ぎ木接ぎ木するじいさんなど 仕 を号鍔 日
みしよう刈り ふしぬき
杉栗拾い はけごつくり
肥やし運び みのつくり

豆かす運搬苗代の仕事 事 業品 gつく｡
種選び,苗代作り み そ 煮
浸種,手伝う子供 甘 酒
見ている子守 雪がこい
種蒔くところ 秦
たな米作り 井 戸

植 木

遊び この頃の遊び すがわり

たわとび 道はき,道ふみ
こままわし ふ み俵
餅草つみ 坂つくり

つくしとり 近 雪玉こせはこベとりま壌ごと 片足たたかい闘 い
れんげつみ こたつあたり
中の中の地蔵様 雑誌読み
せりつみ 画をかく

雑魚せめたにしひろい び うでずもう
凧 上 げ
凧にかきたい絵
自転車乗り練習
温泉に行く
手拭を下げて行く子供
母の背の子供

若 草 枯 菊

に ら港 袷か ぶ

自 つ くし芹 自 ゆずり葉初雪
然 楓 やなぎ桜,秩 然 票詔
そ 桜桃の花地梨,すももの花 そ 蓑雪警山々
の せりこ (のびる) の 蘇

他 すかんぼひ よ こ 他 警品 莞からす
おたまじゃくし あ ひ る
金 魚
せきれい
山羊の子
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2 想

表
現
前
の
生
活

表

現
作

用

表
現
後
の
生
活

よい生活一括かんとする生活

1,生活観察

研究,調査,反省

2･題材発見-目標決定

構図一構成一画想

生活の場面,情景,事がらの

展開,ひろがり

描 画

画 ～ 綴

よい生活一段らんとする生活

1,生活の観察

反省,調査研究

2･題材発見への努力一目的設定

日的意識

構想- (腹案)

生活の事がら

プロット決定 (自然に,又は意鋸 勺)

35

1,形の素描-事へひろがりの基礎とし
て物への描写

2,線描一鉛筆,毛筆

3,色,光,明暗等具象化

吟 味

表現内容,表現様式の緊密性

記 述

憩の流れとしての展開の描写

文章表現-形象化

掩 蔽 心の緊密

心の流動の反私 心のてんさく

○長瀞校の想画教育について

長紺の想画教育を支えた理論的背紺ち柱となる部分は憩酎旨導題恥覧表(秦,
六)40)である｡ここでは4月と12月を抜粋したoこの月別に配列されている生活暦が子 ど
もたちの鮒 で,季節の変化や生活環境の推移を調査 して題材としたものである｡国家の

行事,村人たちの仕事,子 どもの遊び,長瀞の自然など生活暦の確立こそ想画の全てであ

るo 特に長紺 の生活暦は,自然や風俗,風習において馬木校 とよく似ているo従って子

どもの絵に表われている題材も雪国と村人たちの働 く姿を詩情豊かに描いている｡さらに

長縄 の細 教育の特徴 として綴方表現との共通性や比較を試みている (表七)0

次に長瀞校の想画の絵について (秦-) にその分類を試みたo題材にみる内容の外に

に,描画技法に特徴がみられ,毛筆と墨で輪郭をとり,低学年ではクレヨン画,高学年に

おいては水彩画を使い彩色する描画技- 馬木校の子 どもたちの技法でもある｡絵の雰

囲気もどこか共通 していて,｢地方色豊かな力強い詩趣に富んだ絵｣41)である｡そこには
指導者の一貫 した教育姿勢を見ることができる｡

｢長瀞の教育開 話→を見ると,学校の歩み (表八)に述べられているように,学校上

げて図画や鯛 教育に剛 組んだ姿勢が見えるo佐藤文利 (粕 2年-11年)長鞭 の着

任から図画教育が盛んになるo折 しも教育現場で碩 科専門の気- 高まるなかで佐翫

珊 教育を専攻として,主に長瀞校で絹 学年の指導にあたるO国分一太郎 (昭和5年～
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学 校 の 歩 み l 地 域 の こ と

生徒数六百七十六名

佐蔵文利先生着任

各教室に児童文庫を設満 (約150円)

ラジオが入る (寄付) (約150円)

｢図画｣｢綴方｣｢体育｣｢理科｣の教育に
カを入れる

生徒数七百一名

ラジオ体操を教える

生徒数七百九十七名

バスケットボール, ドッチボール,ダンス,

リズム連動を授業にとりいれる

写生画よりも,農作業,遊びなど取材した

｢想画｣の教育に力を注ぐ

国分一太郎先生赴任

｢学用品配給部｣を設けて,学用品の経費

節約をはかる (約600円節減)

女子 ｢バレーボール｣教える

増改築工事,十二月落成

間口十六メートル奥行十八メートルの講堂

兼雨天体操場

間口二一 ･六メートル奥行九メートルの木

造二階建ての校舎

生徒数七百六十三名

手二重を設置する

｢学用品配給部｣から ｢模擬購買組合｣を

組織する (組合長校艮 理事学校職員,級

合員児童全員,定款を定め伝票通帳で購入

購買係は高等2年)

技能科教育経営研究会を開く (県指定)

参加者400名を越える

全国各種美術展に入選100名を越え想画教育

においては日本三校の一つと全国に名をとど

ろかす

生徒数八百十一名

校旗制定

養蚕家マユ十五個,他家二十銭の寄付など

経費七十五円六十銭

低鉄棒･電気蓄音機とスピーカー設置･校服

完成

西校舎東側廊下の障子窓をガラス窓に改善･

グランド拡張･花壇設置

県立山形第二女学校 (現山形北高校)

創立

荷口に養鰻業はじまり,児養鰻試験場

開設

新東根郵便局開局

小田島,神町郵便局開局

山形県教職員組合 (仝国労勘組合,

一般使用人組合教育労働部山形県支部)

結 成

大富郵便局開局

娘身売り増加の傾向に対処し,児童

保護上道憾ないよう通牒

荷口で民間の養婦事業成功

大凶作

東郷郵便局開局

野川に大火あり,輝焼四十七戸

神町片山太三郎プド-酒製造はじめる
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学 校 の 歩 み i 地 域 の こ と

正午のラジオ天気予報を標識を掲げて村内に
知らゃる

農繁期 (六月)託児所を設置し,三才から五

才までの幼児を女教員,女子青年団役員が保
育に当たる

明年度学齢時の1日入学を実施する青年学校
開設

東校舎の東側をガラス窓にする

理科教員整備 (250円) ･佐藤文利先生転任

生徒数七百九十五名

少年団を結成

ピアノ設備 (505円)

手工科 (工作)群研究会を開催

長谷部校長,国分先生退職させられる (国分

一太郎 ･相沢とき共著 ｢教室の記録｣)出版
甘こよる

体操研究会を開く(県指定)

十六ミリ映写機設備

生徒数八百五十七名

運動場の拡張と相撲場の設置

西裏に農業実習地を拡張

起床ラッパをならし ｢火の用心｣をはじめる

東校舎二階窓を改修

長瀞国民学校と改称

初等科六年高等科二年

生徒数八百八十七名

各局毎に電話開通

婦人会,大日本国防婦人会と改名

愛国婦人会発足

若木集団の開拓はじまる

仙山線開通

警防団発足

村山俊太郎 ･国分一太郎ら生活

緒方運動のかどで検挙

児立山形第2中学校 (現山形南高校)創立

12年)は,国語教育を専攻 し綴方教育に多くの教育業績を残 したo東海林隆夫も国分と同

様国語教育を専門として,この三人の教師集団は,他校にみられない情熱で想画教育にあ

たったと長瀞の教育百年誌は書き残 しているoなかでも佐藤は想画教育の実践者として,

子 どもたちの絵を数多く展覧会に出品 し業績をあげるo国分一太郎は理論家で,想画教育

の理念的な部分をまとめあげ,東海林はそれらをサポー トしたと後日述懐している｡長瀞

校の技能科教育 (昭和 8年刊)紘,国分一太郎の理論が色濃 く反映されて書かれている｡

(表七)にある綴方教育と想画教育の比較や他教科との合科など多様な展開の耶 把 を探
っている｡

最後に社会的背景からとらえた 長瀞校の想画教育に触れてみたい｡ すでに学校の歩み

(表八)にみられるように,研 口初期は,東北の農村地方は,経済的にあまり恵まれた生

活状況になかったO国分一太郎 ･相沢ときの共著, ←教室の記録｣で娘身売 りの一節が物

語っているo学校においては, ｢昼食も持ってこれない 『欠食児童』の続出を生み,おさ

が りの古教科書を使い,学用品にも事欠く児童が多くなるばか りであった｡学校ではこれ
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らの対韓として- ---『学校給食』 (昭和8年)をはじめ,学用品配給部を設置 (昭和6

年)----女子の校規を制定 (昭和10年)する｣42)などして教育にあたったと記してあ

る｡国分一太郎は長瀞校着任時代を回想して, ｢日本の教育｣のなかで次のように述べて

いる｡｢目の前にいる子どもを見ると,わたしたちは,じっとしていられませんでした｡
昭和五年は前年の世界大恐慌のあとをうけて農村恐慌の年でした｡米やまゆの値段は暴落

しました｡そして昭和六年は満州で戦争の起こった年ですが,東北地方は凶作｡七年がま

た凶作,八年の年は米が六万石をこえる大豊作でしたが,米値は大暴落し,百姓は ｢あり

がすれ｣といわれる豊作飢鰻になやみました｡続いて九年は有名な冷害大凶作｡----

わたしの勧める山形県でも娘身売りがしきりとなり,子どものおばや姉が東京へ行きまし

た｡欠食児童も多くなりました｡体操で片足屈膝片足後挙体前例などという平均運動をや

らせますと,フラフラしてそれができません｡文部省の唱歌教科書に 『俵の山』などとあ

るのをうたわしていると,隣にある村役場から,こんな凶作の時にのんびり歌などうたわ

してよいのかと苦情がでてきました｡ ---こういう時代でしたのに,学校で教えるこ

とは依然として教育勅語発布以来のものであります｡忠君愛国,富国強兵,農林省では自

力更生を言いだしましたが,折からやかましい郷土教育の考え方では,それが勤倹節約,

満州や南米への移軌 海外発展ということになります｡修身では,腹のたつときは 『なら

ぬかんにん,するがかんにん』と教えなければなりません｣そういう時代背景に長瀞校の

想画教育があったと明記しておかなければならない｡｢それにあき足らず,良心的な青年
教師の間に生まれたのが北方性教育運動でした｡つまり実生活を教育とを結びつけ,人間

の幸福を求めていくのに役立つようにした｡子どもたちの今の生活を打開する方向を見つ

けださせたいというので,その一つの方法として文部省の教授細目には,その内容がこま

かく決められていない綴方科を活用したのです｣と国分は長瀞校時代を述懐している｡こ

こで述べられている縁方科を想画と置き換えてみると教育の背景がいかに窮屈なものであ

ったかうかがい知れる｡生活の貧困や古い因襲に気づかせ,今の生活を打開する方向を見

つけだされる教育,長瀞校の想画にはこのような思想があった｡

ま と め

想画教育は,自由画教育運動の衰退の後,昭和初期,地方に住む良心的かつ進歩的美

教師らが中心となって自然と発生した図画教育論である｡

ここでは早修,馬木,長瀞の三校それぞれの想画教育の特徴的な部分について考察

た｡中西良男の早修校は明らかに想画教育のパイオニアであった｡特に幼児画期の図画

青と遅進児の図画教育に可能性と成果を具体的に展開した｡馬木校の青木は,図画教育

郷土愛,純農村の図画教育のあり方と生活綴方教育との関係に早くから注目し,それら

結びつけて郷土の詩情を唱いあげた0時にその教育成果は,僻地や純農村地域の環境に才

白の図画教育論のあり方を展開して学習の方法論を確立した｡想画教育と生活画を独創自

方法で結びつけて成果を上げ,高い評価をえたO長瀞校の佐藤たちは,純農村の生活を弟

範として,馬木と早修の想画教育及び生活教育を路襲して,生活紹方領域と想画を独

理論により発展的にとらえた｡特に生活のリアリズム即ち東北農村の封建的因襲や,

と戦いながら,地域や学校をあげて,想画教育に乗 り組み対外的評価されるなど高い業

510

昭和初期における長瀞校を中心とした想画教育について Ⅰ 39

をあげたo特に図画,国魚 版画など,今日まで多数の作品が保存されてきたこと,そし

ていかに貴重な教育遺産であったかoそしてそれ以降の教師たちが作品や資料を粗末にせ
ず大切に保管したことがそれを物語る｡

三つの学校,それぞれ特徴の現われ方の相違について要約したが,想画教育は,児童生

徒の心身の発達過程と子どもの生活から生れた今日でいえば当然な美術教育である｡子ど

もの側の視点にたって如 て子どもたちの生活のリアリズムを描かせたこと｡更に特徴的

なこととして,幼年期や就学児低学年の心身の発達を充分配慮して教育にあたったこと｡

高学年においてほ構成教育や図案,及び他教科との倉科あるいは複合科をなす領域に,数

多くの学習のあり方と成果が読みとれたこと,叉それぞれの郷土愛を詩的,感動的に写生

する学習の仕方,物の本質を見る生活のリアリズムを学んだo以上の意味で憩画教育は,

日本の美術教育史上 初めて児童の立場にたった貢の美術教育であった｡美術教育虹 の

ベル.ェポックであるo恕画教育の発生は, 昭和3年の山本鼎の自由画教育 ｢打ち切り

り｣宣言で始ま｡,北方性綴方教育運動の始まりを待って終寓する｡

1.山 本

2.山 形

3.山 本

4.山 形

5.山 形

6.山 形
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Sllmmary

KoyuAOYAMA:AStudyofNagatoroElementarySchool's

SollgaEdllCationintheEarlyDaysintheShowaEra

Whenwesurveythethoughtofmovementofarteducationinourcountry'
wecanfindsomeimportantevents.Asrepresentative,wecanglVeShinteigacho

intheMeijiera,educationofJiyuugaintheTaishoeraandmovementof

SouzoubiikueducationaftertheWorldWarⅡ.Theleadersofthesemovements

weremostlypaintersorartcritics.Therewerenoteachersofartwhotaught

attheschools.ButafterthemovementofJiyuugaeducationinthellthyear

ofTaisho,Sougaeducationsprangupspontaneouslyfrom thefieldofteaching

professionasoneofthemovementscfarteduation.Thismovementofart

educationcontinuedfrom the5thyearofShoWatOthellthyearanditwas

atruearteducationwhichhadagreatimpactonthementaldevelopmentof

children,andthroughwhichchildrenobservedtheirlivesandsocietiesaswet

1.TherearepictuesbyRinga,Funponofarteducationinthatchildrenare

drawingfreely.lnaddition,itismeaningfulthatSougaeducationsprangupnot

farm childrenofmiddleclassinthecitiesbutfrom teachersjnthecountry

townsandfarm villages.Thispaperdeepensconsiderationalldstudiesinthis

fieldbyusingmainlythepicturesanddataofNagatoroelementaryschool.

(SectionofFineArtsEducation,FacultyofEducation)
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